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1年生 64 34 8 0
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合計 111 80 22 1

１ ． 概要

２ ． 児童アンケート の結果

英語の勉強は好きだ。

令和７ 年度

秦野小学校

教育課程特例校における特別の教育課程

【 実施状況報告】

池田市では平成１ ６ 年３ 月に構造改革特別区域計画の認定を受け、 「 教育のまち池田」 特区に取り 組んできまし

た。 市立小学校全学年に「 英語活動」 を教科と して導入（ 全学年 年間３ ５ 時間） し 、 平成１ ８ 年度より 全小学校

で実施してき まし た。

 平成２ ０ 年７ 月より 「 構造改革特別区域研究開発学校」 規制の特例措置が全国展開さ れたこ と により 、 本市の特

区認定は取り 消さ れ、 文部科学省の「 教育課程特例校」 指定に移行し 、 こ れまでの特区内容の教育課程を継続実施

しています。

平成２ ５ 年度に「 教育課程特例校」 の実施期間の終了を迎えまし たが、 平成２ ６ 年度以降も 継続を申請し 、 １ ～４

年生における「 英語活動」 の授業を実施し まし た。

新学習指導要領への移行に伴い、 「 英語活動」 は引き続き １ ・ ２ 年生で実施し 、 幼稚園、 小・ 中・ 義務教育学校で

の継続的な英語学習をすすめています。

こ の１ ・ ２ 年生の「 英語活動」 は生活科の時間を活用して年間１ ５ 時間実施しています。 内容と しては主に英語の

リ ズムや音に慣れ親し む活動を重点にし 、 挨拶や動作、 身の回り のも のを表す単語を題材にし た活動を取り 入れて

います。 早期の段階から 英語に触れるこ と で、 こ と ばや文化に対する関心を高め、 正し く 理解し 、 国際社会で生き

る力を育成するこ と をねら いと しています。 中学年から の外国語活動、 高学年から の外国語科への学びの連続性を

意識して指導にあたっ ています。
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1年生 38 30 36 2
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3年生 52 42 12 7

4年生 21 45 20 6

合計 73 87 32 13

英語の授業はよく わかる。

外国の人と 英語を使っ て話せるよう になり たい。
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合計 57 68 42 39

３ ． 保護者アンケート の結果

英語の授業を通して、 お子様の英語学習に対する態度や英語を運用する知識・ 技能の向上を感じ まし たか。

英語の授業のこ と を家庭で話題にし ますか
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「 １ ． 英語の勉強は好き だ」 に対して昨年度に引き 続き 約９ ０ ％の児童が肯定的な回答をしています。 特に強い肯定「 あてはまる」 を選択

し た児童が５ １ .９ ％で、 昨年度と 比較して減少し まし た。 低学年の児童が英語のリ ズムや音に慣れ親し めるよう な歌やゲームをたく さ ん取

り 入れていき ます。

「 ２ ． 英語活動の授業はよく わかる」 の問いに対して「 あてはまる」 「 どちら かと いう と あてはまる」 と いう 回答が６ ８ ． ３ ％でし た。 こ

の数値は一昨年度８ ６ ． ６ ％、 昨年度７ ２ ． ４ ％と 推移しています。 現象いた原因を考えながら 「 英語がわかる 授業」 を目指していき ま

す。

低学年から の英語活動により 、 英語に慣れ親し むと いう 点では効果が出ているよう に感じ ています。 ３ 年生以上の外国語活動につながるよ

う 、 引き 続き 児童の興味関心を高めら れる 授業を展開していき ます。

４ ． 学校関係者から の意見

・ 英語が不可欠な時代になっ ていく と 思う ので、 楽し みながら 英語のアウト プッ ト でき る環境を積極的にどんどん

取り 入れていく 必要がある。

・ 低学年の頃から 「 慣れ親し む」 と いう こ と は、 それ以降につながる大切な経験につながると 思う 。

５ ． 今後に向けて


